
 

人権

 学  

  学校 年生 3 年生 

  

に き まれた内容を実際に に してみることで、人を つけてしまう の内容に気づ

き、相 の気持ちを考えて を発することの大切さに気づく。 に き みをする に、相

の気持ちを し、人を つけてしまうことのないようにする。また、他の人にもさせないようにす

ることや、 て りをしない気持ちを育成する。 

 の 

 ワークシート 

  

ー トを した 中 （ トいじめ）は、 き みが なこと ら、よく考え に

ひどいことを き んでしまう 向がみられます。また、 で き みをする際には、さらにひどさ

が ートする れがあります。 き む に相 の気持ちを し、 で人を つけてしまう

ことのないように考えられることが大切です。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（3分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「ありがとう。どういたしまして。」 

ー になって、相 の いとこ

やがんばっていることを つ える。 

えられた方は「ありがとう」とい

う。 

えた方は「どういたしまして」と

える。 

くり えす 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・3 人の ー で行う。 

・ が いつ なければ「相 に

してもらってうれし ったこ

と」でもよい。 

・やさしいことばを うことでお

たがいの気持ちに づくことに

気づき、 い気持ちになれる

ことを理解させる。 

 

・やさしいことばを うことで、 い気もちになることに気づく。
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展開 

30 分 

ク （30 分） 

ワークシートの の き みを

む。 

ワークシートの き み に して

んでみる。 

どんな気持ちになった ワークシー

トに く。 

いたことを発 し、全体で共 す

る。 

さんがこれを ん らどんな気持ち

になる ワークシートに く。 

さんのことを考えたら、自分はどう

すればよ ったの を考える。 

このようなやり取りでは、どうした

らよいの 考えてワークシートに

く。 

・ワークシートを する。 

・ き みを するよう促す。 

・ワークシートに記 できていな

くても、発 を き し、

などで全体共 をする。 

・「足の い に いと正直に

うことは大切 」という発 に

しては、相 の気持ちになっ

て考えられるよう促す。 

・自分のこととして考えるよう促

す。 

・ の き みに ら 、相

の気持ちになって考えること

が大切であることに気づくよう

促す。 

・ワークシート 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 ・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・ を通じて ー みんなが している らといって、人が つくような

ことは ってはいけない。

・ き みをする に、 を つけたりしない、優しい になっている 確

認する。

・もしこんなやり取りを たときには、大人に相 するなどして、 て り

をしない。
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ワークシート 

（  ）ねん（  ）くみ なまえ         

き う

の体育
たいいく

の 間
じ ん

に ーの 習
れんし う

をしました。がんばって
はし

ったけれど、
ま

けてしまい

ました。
おな

じ ー の さんは
はし

るのがおそ ったので、 さんのせいで
ま

けたとおもって、

わたしは「
ま

けたのは さんのせい よね。」と きこみました。

やさしいことばをつ おうね 

き う

の ーで
ま

けたのは さん

のせい よね 

足
あし

のおそい人
ひと

がいるとめいわく よね 

の ま ね。足
あし

、おそす  

足
あし

のおそい人
ひと

がいると
ま

けち うよね 

わたし 

さん 

さん 

わたし 
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2 

こえ

に してよんでみて、あなたは、どんな気
き

もちになりました 。 

さんがこれを
よ

ん らどんな気
き

もちになるでし う。

さんのことを 考
んが

えたら、「わたし」は、どうすればよ ったので

し う。

このようなやりとりでは、どうしたらよいのでし う 。 
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